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早期胃癌における重複癌の検討

国立病院九州がんセンター消化器部外科

佐々木 淳   古 澤元之助  友 田 博 次  瀬 尾 洋 介

大野 真 司  森 田  勝   松 隈 哲 人  掛 地 吉 弘

早期 胃癌切除例における重複癌症例について,と くに大腸癌重複例を中心に検討 した。対象は

1972～1989年に切除された早期胃癌749例中,目 の肉腫 との同時性重複癌 2421を除 く747例とした。重

複癌は71例 (9.5%)で ,部 位は結腸・直腸,肺 ,乳 房,肝 臓の順であった。大腸癌重複30例 (423%)

中,男 性25例,女 性 54/1で,同 時性が 8711,異時性の うち大腸癌先行例が10例,胃 癌先行例が12例で,

男性,胃 癌先行例が多かった。重複した大腸癌の部位は S状 結腸 。直腸が23011(76.7%)を占めた。

大腸癌重複例の重複までの期間は大腸癌先行例で平均 4年 11か月,胃 癌先行例で平均 6年 3か 月で

あった。大腸癌重複例の予後は大腸癌死が30421中9例 (30.0%)で あ り,重 複した大腸癌の予後が症

例の予後に影響を及ぼしていた。早期胃癌患者では術後 6～ 10年といった遠隔時の消化器系を中心 と

した検索が必要で, とくに大腸癌の早期発見が肝要である.
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はじめに

早期胃癌切除例の予後は 5年 生存率で98%前 後
lj~。

と極めて良好であり,長 期生存する例が極めて多い。

早期目癌の術後再発率は12～ 9.7%1)～。と数パーセン

トに認めるのみであ り,早 期胃癌手術症4/11の死亡原因

の中では他病死がほとんどである。そのなかでも他臓

器重複癌で死亡する症4/1が多 く,早 期胃癌の予後向上

のための 1つの問題点でもある。

胃癌 との重複癌の中では大腸,食 道など消化管癌の

頻度が高 く5卜1い, 胃癌症例の術前,術 後の消化管の検

索が重要 とされている.胃 癌における術前,術 後の諸

検査では胃X線 検査,胃内視鏡検査のほか腹部超音波

検査,注 腸造影などが通常行われるので,消 化器の癌

は比較的に発見されやすいが,そ れ以外にも癌が発生

することもまれではないので注意を要する。

我々は早期胃癌切除f71における重複癌のうち大腸を

中心 とした消化器癌について検討したので,若 子の文

献的考察を加えて報告する。

対象と方法

1972年から1989年の18年間に当院にて切除された早

期胃癌749例の うち胃癌 と胃肉腫重複al1 2例を除いた

747例を対象とし,1991年12月末における重複癌の有無
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および予後を調べた,全471定期的に fo1low、upさ れ,他

臓器との重複癌症例は714/1(9.5%)に認められた。な

お,重 複癌の定義はWarrenら 11)に従い,重 複癌を以

下の条件にあてはまるものとした。

1)一 定の悪性腫瘍像を示す。

2)相 互に離れた部位に存在する。

3)一 方の腫場が他方の転移でない。

また同時性,異 時性については各腫瘍が 1年未満に

発見された場合を同時性, 1年 以上の期間をおいて発

見された場合を異時性 とした。なお,今 回は同一臓器

に複数個の癌が発生した,い わゆる多発癌は 1臓器の

癌 として取 り扱い,多 発性早期胃癌も1臓器の癌 とし

て扱った。他臓器多発癌の場合は一番早いものをその

症例の重複癌 とした.な お,他 臓器 との重複癌71例中

早期胃癌再発による冒癌死は 14/1も認め られなかっ

た。有意差の検定はχ
2検定および t検定で行い,p<

0.01の場合を統計学的有意差あ りとした。

成  績

早期胃癌切除4/1747例の うち男性は4924/1,女性は255

例 (男 i女 =1.9:1)で ,m癌 は4024/1,sm癌は345

夕」であった.重 複癌の71例では,男 性544/11,女性17rrl

(男 :女 =3.2:1)で 男性に多い傾向があ り,m癌 は

394/1,sm癌は32例であった.2重 複癌は69例,3重 複

癌は 24/1で,同 時性は194/11,異時性は52例であった

(Table l).
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切除後 6年 8か 月 目に S状 結腸癌および小腸悪性 リ

ンパ腫にて S状 結腸切除,小 腸部分切除を行った症例

であ り,他 の 1例 は67歳の男性で上行結腸癌切除後 6

年 1か 月 日に早期 胃癌およびS状 結腸癌にて胃切除

およびS状 結陽切除を行ったが,そ の 3年 4か 月後に

横行結腸癌および左尿管癌にて切除を行った症例で

あった。 と もに果時性重複癌であった。

2.早 期胃癌 と他の消化器癌 との重複例の検討

胃と大腸を中心に消化器癌 との重複癌症例について

検討 した。

a.同 時 ・異時性と性差

消化器癌 との重複例は44例であ り,その中の68.2%,

30例は大腸癌 との重複であった.消 化器癌 との重複で

は男性が38例,女 性が 6例 (男 :女 =6.3:1)で あ り,

有意に男性が多かった (p<0.01)が,大 腸癌 との重複

ではそれぞれ25例 (5例 (男 i女 =5:1)で ,男 性

が多い傾向にあった (p=0.06)。同時・異時性別では,

消化器癌 との重複444/1中,同 時性は12例(27.3%),異

Table 1 Multiple cancer on the stomach and the
other organ

Dual Treble Total

Synchronous

Metachronous

Total 2 71(95%)

(1972.2～ 1989.12)

1.重 複癌の重複臓器

重 複癌719/1の重 複臓 器 は結 腸 お よび直 腸30例

(42.3%),肺 6例 (8.5%),乳 房 4例 (5.6%),肝 臓

4例 (5.6%)の 順で,男 性では結腸および直腸,肺 ,

肝臓,解 臓,喉 頭,食 道が,女 性では結腸および直腸,

乳房,子 宮が多かった。早期胃癌 と重複 した消化器癌

は44例であり(Table 2),大腸では S状 結腸,直 腸が

多かった (Table 3).

3重複癌 2例 の うち, 1例 は55歳の男性で早期胃癌

Table 2 7l cases of multiple cancer on the stmach and the other organ

Organ Case Male Female Synchronous
Metachronous

Prior' Later*t

Colon and rectum

Lung

Breast

Liver

Pancreas

Larynx

Uterus

Esophagus

Gallbladder

Thyroid

Leukemia

Small intestine

Pharynx

Maxillary sinus

Parotid gland

Mediastinum

Bile duct

Kidney

Urether

Penis

Malignant lymphoma

☆蛭
６
４
４
３
３
３
３
２
２
２
払
１
１
１
１
１
１
監
・
・

(42 3)

(8 5)

( 5 6 )

( 5 6 )

( 4 2 )

( 4 1 2 )

( 4 . 2 )

( 4 2 )

( 2 8 )

( 2 . 8 )

(28)

( 2 8 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 4 )

( 1 _ 4 )

( 1 4 )

( 1 . 4 )

( 1 _ 4 )

☆

独
５
１
４
３
３
０
３
１
０
２
仏
１
１
０
０
１
１
政
・
・

・０

１

２

０

０

１

２

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

魅
４
２
２
３
０
０
３
０
１
１
払
１
０
１
０
１
・
政
０
０

Total 71       (loo)
(731 esions)

△☆

54
(561 eslons)

△☆

33
(351 esions)

△☆

*Prior: cancer prior to early gastric cancer, '*Later: cancer later to early gastric cancer, A : the number is
containing a treble cancer (stomach, colon and small intestine), *: the number is containing a treble cancer
(stomach. colon and urether), ( ): %



Location Synchronous
Metachronous

Tctal
Prior* Later'

Cecum

Ascending

Transverse

Descending

Sigmoid

Rectum

3 ( 1 0 0 )

2 ( 6 7 )

1 ( 3 3 )

1 ( 3 3 )

11(36 7)

12(40 0)

Tctal 30(100 0)

1994年7月

Table 3  Location of colorectal cancer、vith early

gastric cancer

"Prior: cancer prior to early gastric cancer, t'Later:

cancer later to early gastric cancer, ( ): %

Table 4 Syn-or meta-chronism of digestive or

colorectal cancer with early gastric cancer, and

sex of these patients

'Priori cancer prior to early gastric cancer, 4■Later t

cancer iater to early gastric cancer

浮i Colorectal cancer is included in digestive cancer

時性のうち他癌先行が10例(22.7%),胃 癌先行が224/1

(50.0%)であった。大腸癌 との重複30例ではそれぞれ

8例 (26.7%),10例 (333%),124/1(40.0%)で あ

り,重 複した消化器癌,大 腸癌 ともに異時性で胃癌先

行例が約半数を占めていた (Table 4).

b.果 時性重複癌の重複までの期間

異時性重複癌のうち他臓器癌先行は大腸癌の 6例 だ

けで,重 複までの期間は最長19年,最 短 1年 8か 月で

平均 4年 11か月であった。一方, 胃癌先行4/1のうち消

化器癌重複の22例では最長17年2か 月,最 短 1年で平

均は 6年 10か月,同 様に大腸癌重複4/11では最長14年1

か月,最 短 2年 1か 月で平均 6年 3か 月であ り, 胃癌

先行例のほ うが第 2癌 までの重複期間が長い傾向に

あったが,有 意差はみられなかった(p=0.25)(Table

5 ) 。

c.大 腸癌重複例の大腸癌進行度

21(1749)

Table 5  Period bet、veen early gastric cancer and

digestive or colorectal cancer

'Prior: cancer prior to early gastric cancer, *'Later:

cancer later to early gastric cancer

Table 6 Stage of the colorectal cancer with early

gastric cancer

Stage Synchronous
Metachronous

Tctal
Prior' Latert'

I

I I

III

N

ff

Unknown

10(33 3)

7(23 3)

2(6.7)

1 ( 3 3 )

1(33)

7(23 3)

3 ( 1 0 . 0 )

30(10040)

'Priori cancer prior to early gastric cancer, ・'Lateri

cancer later to early gastric cancer,(  ): %

大腸癌重複304/1のうちstage Iは10例 (33.3%),

stage I1 7例(23.3%),stage II1 2例 (6.7%),stage

IV l例 (3.3%),stage V 7例 (23.3%),不 明 3例

(10.0%)と stage I～IIといった比較的早期の例が半

数以上を占めていたが,stage Vの ような進行した症

例も少なくなかった。 とくに異時性重複癌の うち胃癌

先行例12例では,stage Vが 5例 (41.7%)と 多かっ

た (Table 6).

d.消 化器癌および大腸癌重複4/1の予後

消化器癌を重複した早期胃癌44frlのうち生存例は23

471(52,3%),死 亡4/1は21例 (477%)で あった。死亡

Prior' Later'*

Period(y)
ｏ‐ｏｒｅｃｔ

ｃａｎｃｅｒ

Ｃ Digestive
cancer

Colorectal
cancer

0～ 1

1～ 2

2 ～ 3

3 ～ 4

4～ 5

5 ～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～

一

３

３

０

１

０

１

１

０

０

１

一

１

１

２

６

１

４

０

０

３

４

一

〇

１

２

２

１

４

０

０

０

２

Mean 4yllm 6y10m 6y3m

Total

Synchronous
Metachronous

Total
Prior' Later*

Digestive
cancer g

Male

Female

Total   12

Ｃｔ

浮鋼
ｃａｎ

Ｍａ‐ｅ

Ｆｅｍａ

Tota1    8
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部分を占めていた (Table 7).
一方,大 腸癌重複30例の うち生存 している症例は18

例 (60.0%),死 亡例は12例 (40.0%)で あった.死 亡

例12例の うち,術 死が 2例 ,大 腸癌のために癌死した

症例は 9例 であった。大腸癌による癌死例は同時性重

複癌で 84/11中2例 (25.0%),異 時性重複癌の うち大腸

癌先行の症例で10例中 14/1(10.0%), 胃癌先行の症all

で124/1中6例 (50.0%)で あり, 胃癌先行例で大腸癌

による癌死例が多 く認められた。死亡4/11における第 2

例214/11の中には早期胃癌の再発による死亡は 1例 もな

く,重 複 した他の消化器癌のために癌死した症例が17

421,術死が 24/1であった。他の消化器癌による癌死例

は同時性重複癌で124/1中54/1(41.7%),果時性重複癌

の うち他癌先行の症例で10例中 14711(10.0%), 胃癌先

行の症471で22例中11例 (50.0%)で あ り, 胃癌先行例

で他の消化器癌による癌死4/11が多 く認められた。死亡

4/1における第 2次癌発生後の生存期間は同時性,異 時

性重複癌 ともにほとんどが 5年 以内であ り,癌 死が大

Table 7 Prognosis of 44 patients with multiple cancer on the stomach and
digestive organ

*Prior: cancer prior to early gastric cancer, *rlater: cancer later to early gastric
cancer, ( ): %

Table 8 Prognosis of 30 patients with multiple cancer on the stomach and
the colon

*Prior: cancer prior to early gastric cancer, *xlater: cancer later to early gastric
cancer, ( ): %

Synchronous
Metachronous

Total
Prior・ LaterⅢⅢ

Number of surviving
patient 6(50 0) 8(800) 9(40.9) 23(52 3)

Number of dead
patient 6(50 0) 2(20.0) 13(59 1) 20(47 7)

Cause of death Cancer Other Cancer Other Cancer Other

Survival(y)

0～ 1

1 ～5

5～ 10

12

7

1

Total 5 1 1 1 1 1 2

Number of total
patient 12(100) 10(100) 22(100) 44(100)

Synchronous
Metachronous

Total
Prior' LaterⅢⅢ

灘幣r°fSuwM曜 5(62 5) 8 ( 8 0 0 ) 5(41 7) 18(60 0)

Number of dead
patient 3(37 5) 2(20.0) 7(58 3) 12(40 0)

Cause of death Cancer Other Cancer Other Cancer Other

Survival(y)

0～ 1

1～ 5

5～ 10

Total 2 1 l 1 1

Number of total
patient 8(100) 10(100) 12(100) 30(100)
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次癌発生後の生存期間は同時性,異 時性重複癌 ともに

ほとんどが 5年 以内であ り,大 腸癌死が多く認められ

た (Table 8).

考  察

一般に胃癌症例における重複癌の頻度は臨床4/1では

12%。 から56%ゆ とされており,胃 癌の剖検例では安

武 ら7)は16.2%で あった としている。我々の早期 胃癌

における成績では95%と やや高率であったが,これは

対象が早期胃癌で再発例が極めて少なく,術 後の長期

生存4/1が多いこと,お よび長期にわた りfollow‐upし

ていることがその一因と考えられる。

同時性,異 時性の分類については, 1年 未満を同時

性, 1年 以上を果時性とする報告が多 く5ル鴻)1の1の～1り,

我々もそれに従った。同時性,異 時性の優位について

は報告者によりまちまちであるが,我 々の成績では異

時性重複癌が多 く,そ の うちでも胃癌先行例が多かっ

た。これも対象が早期胃癌に限られており,術 後の生

存期間が長 く,followヽupが 長期にわたっていること

に起因するものと考えられる。

性差についても諸家により異なるが,我 々の成績で

は早期胃癌切除例747例の男女比が1.9t lで あるにも

かかわらず重複癌71421のそれは3.2!1で あり,男性に

多い傾向にあったが有意差を認めなかった。消化器癌

との重複例では有意に男性に多かったが,大 腸癌 との

重複1/1のみに限ると男性に多い傾向があったものの有

意差は認められなかった。

胃癌における重複癌の重複臓器については報告者に

より若干の差はあるものの,大 腸,食 道,肺 ,子 宮,

乳房などが多 く,肝 臓,陣 臓,胆 道系の癌も少なから

ず認められているの～10).我々の成績でもほぼ同様で,

とくに消化器癌が全体の62.0%を 占めていた,福 田

ら121によると,胃癌術後に大腸癌が発生しやすいのは,

胃が切除されると,①  carcinOgenがより大腸に接触

しやすくなる。②脂肪の消化障害により大腸内に不消

化脂肪が増加し,大 腸の発癌が促進されるためと考え

られるが,推 測の域を出ず今後解明すべき点である,

としている。一般に癌患者の治癒切除後には,2次 癌,

3次癌の発生を注目すべきであるとされている。胃癌

先行例では,胃 切除が他臓器癌とくに消化器癌の発生

に何らかの影響を及ばしている可能性も十分に考えら

れる,今 後検討すべき問題である.

異時性重複癌の2次癌発生までの期間は報告者によ

り若干果なるが,消 化器癌重複1/1で胃癌先行のもので

は平均 2年 6か月～6年 5か月的のである。一方,大 腸

23(1751)

癌重複4/1のうち大腸癌先行のもので平均 2年 ～4年 7

か月,胃 癌先行のもので平均 4年 8か 月～ 7年 1か

月
1つ~1。でぁ り胃癌先行例のほ うが若千長い傾向にあ

るとされている。我々の成績では 2次癌発生までの期

間は他癌先行例で消化器癌,大 腸癌 ともに平均 4年 11

か月, 胃癌先行4/1のうち消化器癌重複4/1で平均 6年 10

か月,大 腸癌重複frlで6年 3か 月と諸家の報告 とほぼ

一致 している。目切除後約 6年前後に大腸癌を含めた

消化器癌の発生が多いことは興味深い。

大腸癌を重複する場合,S状 結腸,直腸が多いと報告

されている121～1ゆ.我 々の成績でも大腸癌重複471の約

80%の ものが S状 結腸,直 腸であった,一 般に本邦で

は大腸癌の70%を S状 結腸と直腸癌が占めてお り,胃

癌 と大腸癌の重複症例で特に直腸,S状 結腸に多いと

ぃぅことではないが,大 腸癌重複を検索する場合,下

部大腸を重点的に行 う必要があり,同 時性,異 時性に

関わ りなく直腸指診,注 腸造影,大 腸内視鏡検査は欠

かすことのできない検査である。

大腸癌重複例の大腸癌の進行度では,進 行大腸癌が

多いという報告がほとんどである1分～15).我々 の重複大

腸癌では,Stage I,I116)とぃった比較的早期の癌が多

い傾向にあったが,異 時性の大腸重複癌の うち目癌先

行4//1に限るとstage Vlいも少なくなかった。これは,胃

癌先行の重複大腸癌が目癌手術後約 6年前後 と, 5年

以降に発生する171が多 く,定 期検診を受ける機会が少

なくなってくることにも起因するであろう.早 期胃癌

の術後 follow‐upは 術後10年必要 と考えられることも

考慮すれば,早 期胃癌の術後再発 とともに重複癌の検

索も術後10年程度が必要であると思われる。

早期 胃癌の重複癌 の予後 についての報告 は少 な

い。～10).我々 の成績では消化器癌重複例の うち38.6%

が重複した癌により死亡 してお り, とくに,異 時性重

複癌の うち胃癌先行例でその傾向が強かった。早期胃

癌の重複癌症pllのなかで胃癌による死亡例は認められ

ず,予後は重複した癌によるところが大きい。安武らの

は胃癌における大腸癌重複例の予後について, 5年 生

存率を算出しているが,そ れによると早期胃癌の 5年

生存率は手術例で957%,大 腸癌重複421で550%で あ

ると報告してお り, 2次 癌の発生が早期胃癌の予後に

及ぼす影響は極めて大きい。我々の成績では大腸癌重

複4/1のうち300%が 大腸癌により死亡してお り, とく

に胃癌先行例に多い傾向にあった。早期 胃癌患者に

あっては,術 後遠隔時に他臓器の重複癌, とくに大腸

癌の早期発見に努めることが肝要である.
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Evaluation of Muttiple Cancer on Padents with Early Castric Cancer

Atsushi Sasaki,Motonosuke Funisawa,Hirotsugu Tomoda,Yosuke Seo,Shiniu OhnO,

Masaru Monta,Akito Matsukuma and Yoshihiro Kakeii

The Department Of Gastroenterologlcal Surgery,National Kyushu Cancer Center HOspital

Prognosis Of early gastric cancer which has lnalignant disease arising fro■l other organ,especially c01orectal

cancer,was evaluatedo We analysed 747 patients of early gastric cancer surttcally treated in the National Kyushu

Cancer Center HOspital during the periOd between 1972 to 1989.Ofthese cases,multiple cancer、vas observed in 71

( 9 . 5 % ) , a n d  f o u n d  i n  o r g a n s  n e x t  t o  t h e  c o l o r e c t u n , l u n g , b r e a s t  a n d  l i v e r . E a r l y  g a s t r i c  c a n c e r  w i t h  c o l o r e c t a l

cancer was found in 30 cases(42%)(Males numbered 25,and females 5;SynchrOnous Or metachronous cancers

numbered 10 and 12).Among these colorectal cancer,the slgmoid colon and rectal cancer were involved in 76.796.

The mean period between early gastric cancer and second colorectal cancer was 4 years and ll monthsi that

between colorectal cancer and second early gastric cancer、vas 6 years and 3 months.More than 30%ofthe death of

these rnultiple cancer、vas due to colorectal cancer.Overall prognosis Of the patients with these rnultiple cancer、vas

depended on that of colorectal cancer. These data suggested that, in patients with early gastric cancer, it is

important to examine the colorectun in 6 to 10 years after gastrectomy.
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